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縦割り活動が

うまくいかないなあ。

もう少し、上級生がリーダーシップを

発揮して行動できないかしら。
相手のことを考えられる

子に育ってほしいなあ。

上級生になったときに、

「思いやり」や「リーダーシップ」を発揮できる子どもたちを中学年から育てましょう。

○６年生から学んだよさを１年生に伝える異年齢の交流活動を取り入
れたことで、自分の活動に自信をもち、自己有用感をはぐくむこと
ができた。

○交流活動後、積極的に１年生の役に立とうと行動できる児童が増えた。

成果
○下学年の児童が信頼や愛着を、
上学年の児童が自己有用感をは
ぐくむことができる異年齢の交
流活動を継続実施していきたい。
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上級生の

よさを生かす

そのために、１年生や
友達からの

他者評価を加えた
振り返り

１年生が楽しかったと
言ってくれて、とって
もうれしかったよ！！

みんなが、僕
の頑張りを分
かってくれた
からうれしか
ったよ！！

上級生の

よさを自分のものにする

「大丈夫？」って

私も言ってもらっ

たことがあるよ。

たのもしい行動・

言葉ってどんな

ものなのかな？

王様ドッジボールなら、

ドッジボールが苦手な

１年生を王様にして守

ってあげられるからで

す。思いやりです。


